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第13回 岡山大学算数 ･数学教育学会 ｢談話会｣報告
日時 平成 17fF-6月 〕-1日 (土)
14 :30--17:00
コーディネーター :岡山Tf7立東山｢P学校教諭 小野 大
基調提案(I) 高校入試における適性倹充の番組
岡山県立岡山城東高等学校教頭 新井 悟
甚訓提案② 中学校における数学科の指F,.-_と入学試験問題について
岡山市立如山中学校教諭 秋山 員
<赦話会の趣旨>
昨年度は県立高等学校の入試が大きく変わった年でした｡高校入試に適性検麿が課せられたその
趣旨が分かりにくいという中学校数学の会員からの声が大きいため､今回は,岡山県立周山城束高等
学校の新井梧教頭先生に可能な範囲で適性検査の意図を話してl煩くことにしました｡また､昨今は､
高校入試における数学の関越に新傾向間越が出A'傾向としてあり､木学会の若い数学教員から､中学
校数学の授業でどんな方IL)に向かって数学教育をしたらよいのかが分かりにくいという声が寄せられ
ました∂そこで､中学校 ｢数学｣教育の中心的役割を果たしている岡山市立東1｣中学校の秋山 責先
生に過去の高校入試間脳の仰向と特徴から､これからの新しい中学校 ｢数学｣の教育研究の方向性を
ご提案頂くことにしました｡
①新井悟教頭先生の提案
新井倍数所先生からは,｢適件検査の基本的な考え)}-｣というテーマで,平成 17年度から番人さ
れた自己推鵡入試について,その導入の背景やねらいについてお話 しいただきました｡導入の背紋と
しては,
･中学区制の導入に先立ち,各学校でl:1校の魅力づくり･特色づくりが考えられていったこと
･特色,教育内容,求める生徒像を梢極的に叫草生や保護者に発信 していったこと
･平成 12年度中学区制の導入にともない,総合選抜制度が焼止されたこと
･コース .料 .単位制軒過料で推脂入試 (面接 .口頭試聞).独自入試が導入されたこと
等をあげられました.
自己推薦入試の受験生側のメリットは,
･能力 ･適正や意欲 ･関心に基づき主休的な学校越机ができること
･複数の受験機会があること
高校側のメリットは,
･特色ある学校づくりが推進できること
･特色や主体性が生かせる入学者選抜ができること
等をあげられました｡つまり,各校の特色をふまえ,′ヒ徒の多様な個性や能力 ･i歯性 .意欲などにつ
いて評価できる｡草)J検査とは児なる選抜資料となるということです｡
適性検査を行うねらいは,芋粥した内容を教科横断的 ･総合的に活用しながら.与えられた課題を
解決する中で,思考力 ･判断力 ･理解力 ･表現力等をみることにより,興味 ･関心,能力 ･適性等を
把握することにあるそうです｡
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②秋山英先生の提案
秋山賃先生からは,r中学校における数学科U)指導と入学試験間掛 こついて｣というテーマで,描
導の政吉と入学試験間魅についての考案をお吉.干しいただきました｡
文部科学省の実施 した ｢教育課程状況実施状況調査｣(平成 13年度)によると,数学に対して生
徒帖和句きに取り組み,成緋の低落傾向には歯止めがかかっていると読み取ることができることがマ
スコミ報道でされたことを取りとげ､このことが学校現場で数学を教えている教師にはあまり美感が
わかないことが提言されました｡
現実的に､子ども達は数学を高校入試o)ための道具の1つとして学んでいるのが現状ではないかと
いう指摘をされましたO日頃の中学校数学の授業において,例えば ｢計算するとき途中の計節を残さ
せるJかどうかについて日頃の指軌 テスト,入学試験でど0)ように指導していけはよいか等､r数
学的な見方や考え方｣を伸ばす指費の在り方に疑問をもっていることを述べられました｡
昨今の入学試験問雌は､知識 ･技能-('JL､の2&価 ･基本を重視しているが,r数学的な見方や考え方J
に茄点を酔いている間越もあることが任臼するに催すると提言されました｡思考力 ･判Itji力をみる問
題を45分という短い中で山越するのが高校入試の数学の問越として適当なのかどうか疑問であると
も述 べられましたOむしろ,45分IF'lo)入試にす7Jのであれば､基礎 r去与本に徹してするのがよい0)
ではないかという意見を述べられました｡
むしろ､数姐や図形に関する思考力､判断力を育成するために､週3時間では指導時数が不足して
いることを指摘され､もっと数学の授業時数がほしい訴えられました｡数学的な見方や考え方を問う
問Rfiは,秋山先生は個人的には尼も数学らしく､好きであると述べられました｡ しかし,それらが多
く短時HlJに出題される傾向にある高校入試の数学の門松には疑問があり､じっくり取り組ませないと
意味がないと訴えられましたo
また､模範解答の苫き力についての相弔がノトIIl].高 ･大と-ifi-されて行われれば,数学が好きな
1.徒を育てる一助となるのではないかと､/｣- 中 .商-nJ型の節数 .数学教育の必要性を唱えられま
したO
お二人の発表から,中等編等教育が1-杜面している入学試験という課題について考えるきっかけを与
えていただきました｡1｢学校の数学は目先の受験に向けてどのように指導していったらよいのかとい
う課腰にとらわれてはいけないことが分かりました(.
これからは,子どもが自らの得意分野を伸ばしていく教育を実践してくれる特色ある学校づくりを
している高等学校を臼己選択し､百分を未来を生きるためにプラシュアップするよう,自己酌特とい
う新しい入試時代を迎えていることを実感しました｡
(学会誌 ｢パピルス｣発行委員会 新市 杉碓道明)
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